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論 文 の 内 容 の 要 旨
（目的）
　FTDP-17（frontotemporal dementia linked to chromosome 17）はタウ遺伝子に変異を持つ神経変性疾患であり，
病理学的には前頭葉と側頭葉の萎縮，神経細胞の消失，神経細胞やグリア細胞内のタウ病変が特徴である。
















　ヘパリン添加によって生じた Tau-WT，Tau-P301Lもしくは Tau-R406Wの凝集体量を定量した。96 時間
のインキュベーションによって生じた Tau-P301Lの凝集体量は Tau-WTや Tau-R406Wよりも多量で，かつ
689




























審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は FTDP-17 における P301L変異型タウの異常凝集のメカニズムの一端を明らかにした大変優れた
研究で今後の発展が期待される。
　学位論文審査委員会において審査委員全員出席のもとに最終試験を行い，論文について説明をもとめ，関
連事項について質疑応答を行った結果，審査委員全員によって合格と判定された。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
